
山田みやこの活動報告

令和元年7月30日(火)

株式会社マイファーム視察

・株式会社マイファーム社長西辻一真氏

農業の衰退を感じ、耕作放棄地の解消に尽力。誰

でも農業の入り口にということで市民農園を体験農

園として開設。自分で生産した食べ物を自分で食べ

る「自産自消」推進。「自然と共に生き、それを仕

事にするすばらしさ。その産物を自然を丸ごと食べ、

自然について会話し感謝する」が会社の理念。

・自社事業

農業体験農園・農業学校＝ヒト

WEB市場・卸売・通販・小売＝モノ

薬草・養豚・農業支援＝コト

・関連事業

農業経営分析・次世代プランナー(家庭菜園)

農機具・資材支援・農地検索サイト

海外法人(中国)・ソーラーシェアリング

・事業紹介

農業は業(なりあい・生活の糧)だけではなく、営

みそのもの。

農園利用の半分は法人(保育園や人材会社や福祉

系)

アグリイノベーション大学校運営。農業を通じて、

自分らしく働き、生きる事を目指す。週末開講の

農業スクール。年間70万円の授業料のため生徒は

必死にに学習する。卒業生の進路は就業準備中、

新規就農、アグリビジネス起業、都市に住みなが

ら自産自消に取り組む農業関連企業に勤務等。



・ネット上での卸売市場「ラターザ」

生産者が値付けをして出品し、小売・飲食店がセ

リをして落札。

・やっちゃばマルシェ

新鮮な水産物も加え、会員制でうまいもんを提供。

・農(みのり)の学校

丹波市から指定管理を受けて運営。有機農業を行っ

ている。

・薬草栽培

(株)ツムラと連携。神栖市で30ヘクタールに栽培。

・放牧養豚

荒地を豚に耕してもらい開拓。

・海外での活動

中国は今までオランダ方式として質より量をとってい

たが現地法人を作り、質の高い農産物を自国で作り消

費する日本型に転換。

・ソーラーシェアリング

発電＋農産物生産で採算をとる方法。

2018年に8億6,000万円の売上高に。行政・JA・商社と

つながりを持ち、農家の経営支援の強化を目指す。従業

員40代 2～3人、20代・30代が多い会社。

※簡単に農業は廃れない。役に立っている“ほこり”を持

ち地域を守っているという力強い思いが伝わってきた。


